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資料編

1歴代店主系図

贋（柳田吉左衛門·
ー 大

知性院心岸如誠
姉娘）

寛永12 (1635) 7. 11没 慶安2(1649) 11.6没
幼名ー五郎右衛門

注 ： 1. 生年に ？がついているものは享年より推定した。
2. 10代光隙の子政太郎については図が竹であると いう説もある 。

棲心院
品宅蓮九大姉
（久岳宗悛信士 ・
清蛍寿信普女娘）

明和元 (1764) 9.3没

一寛保元 (1741) >-
天明2(1782) 3.16 

『良
（藤井伊右衛門 ・
り＜娘）
天明4(1784) 9.27没

宝暦11 (1761 )?ｭ
天保9(1838) 5.11 
幼名一粂治郎

まち
（末吉才助 ・
いを娘）
明和4(1767) ,_ 

弘化3(1846) 8.7 

出典：「御先祖資料J、「黒川家歴代事跡表（並家族過去帳記録） 」 、 「「奥」「店」の黒川家歴代記録」 、 「黒川家系図 黒川家過去帳（京都浄源
院による）黒川家 ・福田家 ・ 江口家 ・ 堤家関係系図表」、 「まこと」
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亘
（材木屋木下清兵衛・
民娘）
天明8(1788) ?ｭ
文化5(!808) 8.3 

~ (;,:,; 田屋消水消兵衛・
すみ娘）
寛政6 (1794)'­
文政10(1827) 7.28 

亡歪□
（平井良平 ・
法光院妙悟日貞大姉長女）
明治元 (1868)?— 
明治28(1895) 6.25 

資料編

歴代店主系図 (2)

--昭和18(1943) 9.17-

凸
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資料編

I虎屋Vビジョン平成13年 (2001 ) 4 月 1 日 -18年 (20~6 ) 3 月 31 日

◇ピジョン

• ビ ジョ ン 虎屋価値の創造

● 事業領域 高級和菓子専門店

鬱顧客・社会・従業員に対して提供する価値の高質化を通して、高級和菓子

専門店を究め 、 高い次元で 「おいしい和菓子を喜んで召し上がって項く 」

ことを実現する。

●虎屋価値とは、①顧客価値 ②社会価値 ③従業員価値の3つの価値を統

合したもの。

鬱 創造とは 、 各人が各価値を究め、高質化していくこと 。

● 虎屋で販売する製品は、自家製造を基本とする 。

製品 ： 羊羹 を主力 と し た和菓子 0 餡の自家製造についても、事業の基本として拘っていく。

● 原材料は植物性を主とする 。

市場 ：和菓子 を理解して頂け る 鬱 利菓子の持つ五惑を広く伝える 。

方の拡大 曇 和菓子を取巻く日本の生活様式 ・ 文化 •生活観の大切さを認識して頂く 。
● 歴史と伝統に培われてきた虎屋に共惑して頂ける方の輪を広げて行く 。

技術： 和菓子に関わ る技術の継

承 • 創造・ 展開

◇行動指針 （行為）

鬱 虎屋価値の創造

大項目

轡 顧 客価値 ● 虎屋が作る おいしい和菓 鬱 製品の高質化

子を通して、お客様に最

大限のご満足を提供する 。
馨 サービス の向上

釜 システムの高度化

中項目

● おいしい和菓子のあくなき追究

●原材料から商品までの一貫管理

0 お客様にご満足頂ける接客の提供

● お客様の利便性と虎屋の希少性を考えた出店

0 顧客管理システムの再構築

● 生産 • 物流 · 販売シス テ ムの統合

嘩社会 価 値 ● 和菓子を通 して、日本の 啜 生活文化の継承と普及 魯 年中行事、贈答文化の啓蒙

生活様式 ・ 文化を継承· ● 生活様式にあった和菓子の創造と展開
創造し、社会と共生する

魯 従業員価値 曇 個人の能力 · 資質を高め

るとともに、豊かな生活

を提供する 。
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0 • 社会への貢献

傷 社会的資産の保有

⑱ 社会人としての資質向上

須 企業人としての能力向上

⑮ 家庭人としての充実

● ユニバーサルデザインの発想

鬱環境保全活動の推進

●企業保有資源の整備

O 知的社会資源の蓄積と開発

● 社会に通じる人材の育成

鬱 コ ミ ュ ニテ ィ ーでの活動奨励

◎ 虎屋の求める人材像の実現

● 知識の継承 • 創造

鬱 家庭人として活動できる環境づくり

鬱 豊かな生活と 自己実現の奨励
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I売り上げ高の推移

（単位：円 ）

期79111314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344454647484950515253545556575859606162636802 

期 純売り上げ高 期 純売り上げ高

昭和24年( 1 949 ) 10 月- 6ｷ7 66,491,657 昭和5 1 年 ( 1976 ) 10 月- 37 4,946,280,256 
昭和25年( 1950) 10 月- 8ｷ9 101,014,362 昭和52年( 1977 ) 10 月- 38 5,482,435,937 
昭和26年( 1951 ) 10 月 -10 ・ 11 112,143,828 昭和53年( 1978 ) 10 月- 39 3,123,005,070 
昭和27年( 1952) 10 月 -12 ・ 13 133,078,203 昭和54年 ( 1979 ) 4 月- 40 5,894,326,230 
昭和28年 (1953) 10 月 - 14 128,709,150 昭和55年 ( 1980 ) 4 月 - 41 6,172,519,342 
昭和29年 ( 1954) 10 月- 15 122,018,735 昭和56年 ( 1981) 4 月 - 42 6,520,848,596 
昭和30年 ( 1955) 10 月- 16 129,380,258 昭和57年 ( 1982 ) 4 月 - 43 6,621,844,499 
昭和3 1 年 ( 1 956) 10 月 - 17 142,256,042 昭和58年 ( 1 983 ) 4 月- 44 6,771,566,186 
昭和32年 ( 1957) 10 月 - 18 144,104,854 昭和59年 ( 1 984 ) 4 月- 45 7,076,779,063 
昭和33年 ( 1958) 10 月 - 19 146,986,934 昭和60年 ( 1 985 ) 4 月 - 46 7,699,911,224 
昭和34年 ( 1959) 10 月- 20 165,252,163 昭和61 年 ( 1 986 ) 4 月- 47 8,280,916,247 
昭和35年 ( 1960) 1 0 月- 21 190,076,228 昭和62年 ( 1 987) 4 月- 48 9,014,897,957 
昭和36年 ( 1961 ) 10 月- 22 220,028,710 昭和63年 ( 1 988) 4 月- 49 9,672,624,445 
昭和37年 ( 1 962) 10 月- 23 309,110,000 平成元年 ( 1989) 4 月- 50 10,740,045,167 
昭和38年 ( 1 963 ) 1 0 月- 24 404,861,808 平成 2年 ( 1990) 4 月- 51 11,959,245,514 
昭和39年 ( 1 964 ) 10 月- 25 524,751,092 平成 3年 ( 199 1 ) 4 月- 52 12,742,309,303 
昭和40年 ( 1965 ) 10 月- 26 616,773,959 平成 4年 ( 1992) 4 月- 53 12,842,033,384 
昭和41 年 ( 1 966 ) 10 月- 27 728,711,777 平成 5年 ( 1993) 4 月- 54 13,400,842,944 
昭和42年 ( 1 967 ) 10 月- 28 906,761,039 平成 6年 ( 1994) 4 月 - 55 14,172,927,900 
昭和43年 ( 1 968 ) 10 月 - 29 1,099,006,482 平成 7年 ( 1995) 4 月 - 56 14,648,521,706 
昭和44年 ( 1969 ) 10 月- 30 1,383,601,525 平成 8年 ( 1996) 4 月 - 57 15,392,985,307 
昭和45年 (1970 ) 10 月 - 31 1,660,944,909 平成 9年 ( 1 997) 4 月- 58 15,763,761,970 
昭和46年 (197 1 ) 1 0 月 - 32 2,005,961,038 平成 1 0年 ( 1998 ) 4 月- 59 15,407,457,437 
昭和47年 (1972 ) 1 0 月 - 33 2,382,126,506 平成 11 年 ( 1999 ) 4 月- 60 15,660,071,594 
昭和48年 ( 1 973 ) 1 0 月- 34 3,206,357,018 平成 12年(2000) 4 月~ 61 16,015,157,352 

昭和49年 (1974 ) 10 月 - 35 3,893,246,480 平成 13年 (2001 ) 4 月- 62 16,260,031,359 

昭和50年 (1975 ) 10 月 - 36 4,548,100,004 平成 14年 (2002) 4 月- 63 15,839,291,116 

注 ： 1. 1期から 5期までは買料が残っていない。
2. 6期か ら 13期は半年で一期のため、合算して 1年の売り上げ高にした。
3. 39期は決算月変更のため、半年を一期 としている。
決算報告書ほか

-~~- -------======• 

================= ゜ 20 40 60 80 100 120 140 160 1 80 億円
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1社員数の推移

＊昭和22年 (1947)

＊昭和23年 (1948)
昭和24年 ( 1949)
昭和25年 ( 1950)

＊昭和26年 ( 1951)

昭和27年 ( 1952)

昭和28年 ( 1953)

昭和29年 ( 1954)
＊昭和30年 ( 1955)
＊昭和31 年 ( 1956)

F 

昭和32年 ( 1957)

昭和33年 (1958)

昭和34年 ( 1959)

昭和35年 ( 1960)
昭和36年 ( 1961)
昭和37年 ( 1962)

昭和38年 ( 1963)

昭和39年 ( 1964)

昭和40年 ( 1965)
昭和41 年 ( 1966 )

昭和42年 ( 1967)

昭和43年 ( 1968)

昭和44年 (1969)

昭和45年 ( 1970)
昭和46年 ( 1971 )

昭和47年 ( 1972)

昭和48年 (1973)

昭和49年 (1974)

昭和50年 (1975)
昭和51 年 (1976)

昭和52年 (1977)

昭和53年 ( 1978)

昭和54年 (1979)

昭和55年 ( 1980)
昭和56年 ( 1981)

昭和57年 ( 1982)

昭和58年 ( 1983 )

昭和59年 ( 1984)

昭和60年 (1985) , ---ｷ---ｷ-ｷ--ｷ 
昭和61 年 ( 1986)

昭和62年 ( 1987)

昭和63年 ( 1988)

平成元年 ( 1989)

平成 2年 ( 1990)
平成 3年 ( 1991)

F' 

平成 4年 ( 1992)

平成 5年 ( 1993)

平成 6年 ( 1994)

平成 7年 ( 1995)
平成 8年 ( 1996)

平成 9年 ( 1997)

平成10年 ( 1998)

平成11 年 ( 1999)
平成12年 (2000)

平成13年 (2001 )
1- ··--- ~ -- ,- -·· ' .. ベ' ', -......... , .... .. 

平成14年 (2002)

平成15年 (2003 )

（単位：人）

男女合計 男 ， 女合計

＊昭和22年 ( 1947) 41 14 55 昭和51 年 (1976 ) 160 260 420 

＊昭和23年 ( 1948) 43 13 56 昭和52年 ( 1977 ) 167 249 416 
昭和24年 ( 1949) 57 27 84 昭和53年 ( 1978 ) 168 229 397 
昭和25年 ( 1950) 不明 昭和54年 ( 1979 ) 188 268 456 
＊昭和26年 ( 1951 ) 49 21 70 昭和55年 ( 1980) 191 270 461 
昭和27年 (1952) 不明 昭和56年 ( 1981 ) 190 276 466 
昭和28年 (1953) 68 23 91 昭和57年 ( 1982 ) 193 277 470 
昭和29年 (1954) 不明 昭和58年 ( 1983 ) 200 273 473 
＊昭和30年 (1955) 54 16 70 昭和59年 ( 1984 ) 207 282 489 
＊昭和31 年 ( 1956) 59 16 75 昭和60年 (1985 ) 212 286 498 
昭和32年 (1957 ) 不 明 昭和61 年 ( 1986 ) 211 294 505 
昭和33年 ( 1958 ) 63 23 86 昭和62年 (1987 ) 214 320 534 
昭和34年 ( 1959 ) 70 22 92 昭和63年 ( 1988 ) 227 339 566 
昭和35年 ( 1960 ) 71 22 93 平成元年 ( 1989 ) 236 355 591 
昭和36年 ( 1961) 67 23 90 平成 2年 ( 1990 ) 242 374 616 
昭和37年 ( 1962 ) 71 28 99 平成 3年 ( 1991) 247 423 670 
昭和38年 ( 1963 ) 80 48 128 平成 4年 ( 1992 ) 271 455 726 
昭和39年 ( 1964) 86 61 147 平成 5年 ( 1993 ) 291 469 760 
昭和40年 ( 1965 ) 90 80 170 平成 6年 ( 1994 ) 294 524 818 
昭和41 年 ( 1966 ) 100 97 197 平成 7年 ( 1995 ) 279 532 811 
昭和42年 ( 1967 ) 107 117 224 平成 8年 ( 1996) 306 523 829 
昭和43年 ( 1968 ) 104 118 222 平成 9年 (1997) 310 513 823 
昭和44年 ( 1969) 109 128 237 平成 10年 ( 1998 ) 312 517 829 
昭和45年 ( 1970 ) 104 134 238 平成 11 年 ( 1999 ) 311 514 825 
昭和46年 ( 1971) 112 163 275 平成 12年 (2000) 313 522 835 
昭和47年 ( 1972) 118 180 298 平成 13年 (2001) 313 525 838 
昭和48年 ( 1973 ) 131 183 314 平成 14年 (2002) 326 498 824 
昭和49年 ( 1974 ) 139 212 351 平成 15年 (2003) 327 496 823 
昭和50年 ( 1975 ) 145 235 380 

注：＊印は京都店のデータ がない年
出典：社員 （店員）配置表、 「 まこと J ほか

~rcc 

= 

' ~ ニ ·'--r —. . .一

゜ 100 200 300 400 500 600 700 800 人
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＇平均勤続年数•平均年齢の推移
◇平均勤続年数 ◇平均年齢

昭和49年 (1974)

昭和50年 (1975)

昭和51 年 (1976)

昭和52年 (1977)

昭和53年 (1978)

昭和54年 (1979)

昭和55年 (1980)

昭和56年 (1981 )

昭和57年 (1982)

昭和58年 (1983)

昭和59年 (1984)

昭和60年 (1985)

昭和61 年 (1986)

昭和62年 (1987)

昭和63年 (1988)

平成元年 (1989)

平成 2年 ( 1 990)

平成 3年 (1991)

平成 4年 (1992)

平成 5年 (1993)

平成 6年 (1994)

平成 7年 (1995)

平成 8年 (1996)

平成 9年 (1997)

平成10年 ( 1 998)

平成11 年 ( 1 999)

平成12年 (2000)

平成 13年 (2001 )

平成14年 (2002)

平成15年 (2003)

出典 ： 人事部資料

男
..... 

12年 7 ヶ 月

12 0 

13 7 

12 9 

12 0 

11 10 

11 8 

12 4 

12 7 

13 0 

12 5 

13 0 

12 11 

13 1 

13 7 

13 6 

13 7 

13 11 

14 2 

13 6 

13 1 

13 0 

13 6 

13 7 

13 11 

14 5 

15 7 

15 7 

16 3 

16 4 

男
' ' " """'""• ""' 

33歳 1 ヶ月

30 3 

32 1 

32 1 

31 4 

31 3 

31 4 

32 2 

32 6 

32 10 

32 0 

32 9 

32 4 

32 7 

33 1 

33 2 

33 5 

33 10 

34 0 

33 2 

33 1 

33 0 

33 5 

33 6 

34 0 

34 6 

35 5 

35 11 

36 6 

36 9 

全体
"'""' 

7年 2 ヶ月

6 9 

7 6 

7 2 

7 2 

7 10 

7 1 

7 7 

7 6 

7 8 

7 1 

8 2 

8 7 

8 3 

8 7 

8 5 

8 3 

8 6 

8 3 

8 2 

7 9 

7 7 

8 0 

8 3 

8 9 

9 1 

9 6 

9 11 

10 3 

10 4 

月

0
1
1
-

ヶl

o

o

o

3

6

1

1

1

3

8

9

1

4

6

4

4

3

0

1

 

0
 0
 5

9

2

5

7

1

 

女
一坪
3
3
3
3
3
2
3
3
3
3
3
3-
4
4

-」
4
4
4
4
4
4
44
5
55
5
5
6

昭和49年 ( 1 974)

昭和50年 (1975)

昭和51 年 (1976)

昭和52年 (1977)

昭和53年 ( 1978)

昭和54年 (1979)

昭和55年 (1980)

昭和56年 (1981)

昭和57年 ( 1982)

昭和58年 (1983)

昭和59年 (1984)

昭和60年 (1985)

昭和61 年 ( 1986)

昭和62年 ( 1987)

昭和63年 ( 1988)

平成元年 ( 1 989)

平成 2年 (1990)

平成 3年 (1991 )

平成 4年 (1992)

平成 5年 (1993)

平成 6年 (1994)

平成 7年 (1995)

平成 8年 ( 1 996)

平成 9年 (1997)

平成10年 (1998)

平成 1 1 年 ( 1 999)

平成12年 (2000)

平成13年 (2001 )

平成 1 4年 (2002)

平成15年 (2003)

女
""'" " '• , ............. , .. 

22歳 1 ヶ月

21 8 

21 9 

21 6 

22 1 

22 1 

21 7 

21 10 

21 10 

21 11 

22 6 

22 8 

22 1 

23 3 

23 6 

23 5 

23 5 

23 4 

23 3 

23 5 

23 3 

23 3 

23 8 

23 11 

24 4 

24 7 

24 10 

25 2 

25 3 

25 7 

全体
• 一•一"
26歳 7 ヶ月

25 4 

26 2 

26 1 

26 3 

26 10 

26 3 

26 10 

26 10 

26 11 

27 0 

27 6 

27 2 

27 5 

27 9 

27 9 

27 8 

27 11 

27 10 

27 8 

27 3 

27 2 

27 6 

27 9 

28 3 

28 7 

29 2 

29 8 

30 0 

30 3 
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組織変遷一覧

注 ： 昭和25、 27 、 29、 32年（京都I占は昭利22、 25-27、 29-32年） /j:~ 料が残っていない。 30, 31、 34 、 38年は白料はあるが異勁が発生していなしヽため省略した。
出典：社員（店員）配君表、掲示ほか



資料編

I羊奨製造工程

A
7
 
小豆を圧力釜でじっくり煮る

水晒し槽で、不純物 （アク ） を取り除き、脱水

羊羹（ペー スト状）

アルミ袋へ充填する

ド
羊羹（ペー ス ト状）の出来上がり

こ<J 頑m
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1プロジェクトの変遷

プロ ジェク ト名

伝三御用場開設委員会

製パン準備委員会

更生委員会

売店喫茶店準備委員会

参議院選挙対策評議会

御隠居様満八十歳祝賀会準備委員会

伝馬町製造場改築委員会

京都店新築委員会

店内報 「 まこと 」 編集委員会

横浜店開店準備委員会

し コ ンピュータ導入研究委員会

コン ピュ ー タ委員会

ファイリング委員会

ユニフォーム委員会

~ 
工場移転研究委員会 (D-49)

し
新工場建設委員会 (T-3 )

御殿場工場建設委員会

事務合理化委員会

京都店改築委員会

パリ店開設準備委員会

~II三タ一；進ク委：会
工場建設委員会

商品開発プロジェク ト

業務効率化プロ ジェクト

総合的企業のイメージ作り (C l ) プロジェク ト

販売企画プロジェクト

出退店企画プロジェク ト

['.:,! こ店と開の冨L~」周フ~:;ノ念｀卜実施委員会
「まことの心」プロジェクト PartII 

「つつむ·つめる」プロジェクト

事務効率化プロジェクト

t生産物流システム開発委員会
御殿場工場再開発プロジェクト

新御殿場工場建設委員会

総合物流システム開発委員会

開始年月日

昭和13年 (1938) 4 月 10 日

昭和 16年 (1941 ) 2 月 24 日

昭和20年 (1945) 8 月 20 日

昭和21年 (1946) 2 月 1 日

昭和22年 (1947) 2 月 1 日

昭和25年 (1950) 3 月 6 日

昭和26年 (195 1 ) 2 月 1 日

昭和35年 (1960) 8 月 26 日

昭和37年 (1962) 1 月 1 日

昭和37年 ( 1962) 4 月 1 日

昭和45年 ( 1970) 11 月 16 日

昭和48年 (1973) 9 月 17 日

昭和48年 (1973) 10 月 6 日

昭和49年 (1974) 5 月 13 日

昭和49年 (1974) 9 月 9 日

昭利 51年 (1976) 3 月 11 日

昭利 52年 (1977) 3 月 1 日

昭和53年 (1978) 5 月 1 日

昭和54年 (1979) 11 月 27 日

昭和55年 (1980) 2 月 13 日

昭和57年 (1982) 2 月 1 日

昭和57年 (1982) 3 月 20 日

昭和57年 (1982) 3 月 20 日

昭和57年 ( 1982) 5 月 25 日

昭和57年 (1982) 8 月 13 日

昭和 57年 (1982) 7 月 20 日

昭利 58年 (1983) 6 月 2El 

昭和58年 (1983) 6 月 2 日

昭利 58年 ( 1983) 6 月 2 日

昭和 58年 ( 1983) 6 月 2 日

昭和 58年 (1983) 6 月 2 日

昭和58年 (1983) 10 月 2 1 日

昭和59年 (1984) 3 月 1 日

昭和60年 (1985) 9 月 2 日

昭和61年 (1986) 3 月 1 日

昭和61年 (1986) 3 月 1 日

昭和63年 (1988) 9 月 6 日

平成元年 ( 1989) 3 月 1 日

平成元年 (1989) 10 月

平成 3年 ( 1991) 3 月 1 日

平成 3年 ( 1991 ) 3 月 1 日

資料編

プロジェクトの変遷 (1)

終了年月 日

昭和 13年 ( 1938) 4 月 27 日

昭和 16年 (1941) 8 月

不明

昭和21年 (1946) 7 月 24 日

昭和22年 (1947) 4 月 20 日

昭和26年 (1951) 4 月 1 日

昭和28年 (1953) 11 月 16 日

昭和35年 (1960) 11 月 28 日

不明

昭和37年 (1962) 11 月 23 日

昭和48年 (1973) 9 月 17 日

昭和49年 (1974) 7 月 6 日

昭和53年 (1978) 5 月 1 日

昭和49年 (1974) 11 月 1 日

昭和 51年 (1976) 3 月 11 日

昭和 52年 ( 1977) 3 月 1 日

昭和 53年 (1978) 9 月 1 日

昭和57年 ( 1982) 4 月 12 日

昭和56年 (1981) 6 月 2 日

昭和55年 (1980) 10 月 6 日

昭禾1157年 ( 1982) 3 月 20 日

昭和57年 (1982) 5 月 20 日

昭和57年 (1982) 5 月 20 日

昭和 58年 (1983) 4 月 1 日

昭和 58年 ( 1983) 6 月 2 日

昭和 62年 (1987) 3 月 1 日

昭和60年 ( 1985) 10 月 29 日

昭和60年 (1985) 3 月 1 日

昭和 60年 (1985) 3 月 1 日

昭和62年 (1987) 3 月 1 日

昭和59年 (1984) 3 月 1 日

昭和60年 (1985) 3 月 1 日

昭和61年 ( 1986) 3 月 1 日

昭和60年 (1985) 10 月 10 日

昭和63年 (1988) 5 月

不明

昭和63年 ( 1988) 10 月 27 日

平成 3年 ( 1991 ) 3 月 1 日

平成 2年 ( 1990) 9 月

平成 6年 ( 1994) 3 月

不明

410 



汽料編

プロジェクトの変遷 (2)

プロジェク ト名 開始年月日 終了年月日

—生産管理システム開発委員会 平成 3年 (1991) 3 月 1 日 平成 5年 (1993) 3 月 31 日

2001 年虎屋ビジョン策定プロジェクト 平成 3年 (1991) 4月 18 日 平成 3年 (1991) 12 月

商品モニタープロジェクト 平成 4年 (1992) 1 月 23 日 平成 5年 (1993) 3 月

平成 4年 (1992) 1 月 23 日 平成 5年 (1993) 3 月

販売促進プロジェクト 平成 4年 (1992) 1 月 23 日 平成 5年 (1993) 3月

売れ筋分析プロジェクト 平成 4年 (1992) 1 月 23 日 平成 5年 (1993) 4月

店舗運営能力開発プロジェクト 平成 5年 ( 1993) 2 月 1 日 平成 6年 (1994) 3月

新物流システム実施委員会 平成 5年 (1993) 2 月 1 日 平成 7年 (1995) 2 月 1 日

原価管理システム開発委員会 平成 5年 (1993) 2月 1 日 平成 7年 ( 1995) 2 月 1 日

マーケティング検討実施委員会 平成 6年 (1994) 2月 IE! 平成 7年 (1995) 2 月 1 日

顧客管理推進プロジェクト 平成 7年 (1995) 2月 1 日 平成 8年 (1996) 2 月 1 日

し情報ネ ッ ト ワーク構築プロ ジェク ト 平成 7年 (1995) 2 月 1 日 平成 8年 (1996) 2 月 1 日

情報ネッ ト ワーク構築プロ ジェクト 1I 平成 9年 (1997) 2 月 1 日 平成10年 (1998) 2 月 1 日

『品開発ブロ/ェクト 平成 9年 (1997) 2 月 1 日 平成11年 (1999) 2 月 1 日

情報ネッ ト ワーク進捗確認委員会 平成10年 (1998) 2月 1 日 平成13年 (2001 ) 2 月 1 日

社内ネ ッ トワークプロ ジェク ト 平成10年 (1998) 2 月 1 日 平成11年 (1999) 2月 1 日

生産管理プロジェクト 平成10年 (1998) 2 月 1 日 平成 11年 (1999) 2月 1 日

戦略物流構築プロジェク ト 平成12年 (2000) 2月 1 日 平成13年 (2001) 6月 1 日

姫たちの雛まつりプロジェクト 平成 12年 (2000) 6月 平成13年 (2001) 3 月 3 日

組織・制度検討プロジェクト 平成13年 (2001 ) 3月 1 日 平成13年 (2001) 12 月 4 日

営業マネジメントプロジェク ト 平成13年 (2001) 5月 7 日 平成 15年 (2003) 1 月 3 1 日

注： l. プロジェクトの変遷は、短期間で連営された委具会を記し、長期にわたる委目会 ('iii設委員会）や、最初はプロジェクトであった委

只会が発展して常設委員会となったものについては、取り上げなかった（例 ：安全衛生委員会、築寮委員会など） 。

2. 開始年月日は辞令発令時としたため、 ＇火際の活動日とずれる場合がある 。 終了時は解消された年月日もしく はイ ペント等の最終 日 と

した。 工場建設委員会などは竣工日、売店は/)り店日 を終了日とした。 ただし、開始・終了 ~I が定かでないものについては、年月のみ

にとどめた。
3. プロジェクトは虎屋で行ったもののみに限定した。

出典 ： 掲示、決打報告苦、 『まこと 」 ほか
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資料編

商品囮歴 (I)

昭和41 -45年 昭和46-50年 昭和51-55年 昭和56-60年 昭和61-平成2年平成3-7年 平成8- 1 2年 平成13-15年
(1966-70) (1971-75) (1976-80) (1981-85) (1986-90) (1991-95) (1996-2000) (2001-2003) 

印寵杉箱入追加
( II召 42)

化粧木箱 （黒箱）廃止
印籠杉箱のみに（昭58)

〇新装発売
（昭41)

新装発売
（昭41)

新装発売
（昭48)

声売（新ケ ◎新装発売（中形 ®新装発売（紙箱
ース羊羹に名 羊羹に名称変 から竹皮包へ）
称変更） （昭48) 更）（昭 53) (昭 58)

新装発売 新装発売 ◎新装発売 ®新装発売
(B召47) (D召 55) (D召 60) (l:jL2) 

O新装発売（昭42) 新装発売
(U召 44 ) (財~ 48)

新装発売
（昭 5 1 )

O 新装発売
（昭 59)

屯旦
新装発売
（平元）

新装発売
（平7)

®新装発売（密
封容器） （平5)

®新装発売
（平 11 )

戸定化
（平 11 )

® 新装発売（平 13)
（平 1 5)

新発売 （阿波の風·
香る華） （平 13)
新装発売（夜の梅·
おもかげ追加）
（平 1 5)

0 @ (;) 

ク
/
[

ti!) .ｻ {f} 
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資 料編

＇廂品履歴

商品名
明治時代ま で 大正時代 昭和元-19年 昭和20-29年 昭和30-35年 昭和36-40年
(-1912) (1912-26) (1926-44) (1945-54) (1955-60) (1961-65) 

大悼羊羹 基本サイズと して 新装発売 （昭 10) 大悼羊羮の名称と
江戸時代から続く なる（昭27頃）

竹皮包羊羹 中綽羊羹の名で 竹皮包羊羹に
新発売（昭27頃） 名称変更（昭40)

中形羊羹 並綽羊羹の名で 新装発売（ケース
新発売 （昭27頃） 入羊羹に名称変

更） （昭35)

小形羊羹 新発売 （夜の梅・ 新緑 • 空の旅·
おもかげ） （昭 5) 珈琲追加 （昭38)

夜の梅 文政2年 (1819)

おもかげ 大正4年 (1915)

空の旅 新発売（昭26)

新緑 新発売（昭32)

珈琲 新発売（昭38)

水羊羹 宝暦12年 (1762) 新発売（プラスチック
容器入）（昭37)

羊羹de巴里

双羊羹

注 ： 1. 羊菱…災永 12年 (1635) の記録にはじめて見られる 。

2. 夜の梅の菜銘と しては元禄7年 ( 1694) の記録に見られる（干策子） 。
3. 新緑は莱緑索 ・ ピタミン入のJ豆生省許可特殊栄径食品 と して発売されたが、昭和40年に挽茶 ・ 築緑索 ・ ビ タミ ン入、 41年には挽茶 ・ 菓緑索入

となり、 51年に現在の抹茶羊羹とな っ た。

出典： 「販売マニュ アル」、お痰子のしおり 、 掲示ほか

• €) 

\ お

゜
0 0 
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資料編

商品囮歴 (2)

昭和41-45年 昭和46-50年 昭和51-55年 昭和56-60年 昭和61 -平成2年平成3-7年 平成8- 12年 平成 13- 15年
(1966-70) (1971-75) (1976-80) (1981-85) (1986-90) (1991-95) (1996-2000) (2001-2003) 

/ ,- ,--

新装発売 新装発売（昭48) 虎屋最中（茶・ O虎屋最中（弥栄・
（馬~43) (II社 45) 紅• 白）に名称• 桜織• 梅ヶ香）に

デザイン変更 名称・デザイン変
（平6) 更（平8)

‘ ‘ ``~ ‘ 
新装発売（昭43) 新装発売（昭48)

（昭59)

新装発売（昭59)

®釦支を追加 O新装発売
（昭57) (平元）

新装発売（平8)

新装発売（平 15)

◎新発売 （瓶入） ®新装発売（レトル e新装発売（平8)
( tt召 53) トタイ プ）（昭62)

新装発売（昭61) 秋冬限定化（平9)

新装発売（昭43) 新装発売（昭48) 新装発売（昭59) 新装発売（平2) 0新装発売（平6) 新装発売（平 11)

®新発売（平 11) 新装発売（平 14)

新発売（平7) 新装発売（平8) 4D秋冬限定化•新装
発売・抹茶餡新発
売（平 14)

新発売（平6) 新装発売 新装発売（平 14)
（平8)(平 11)

新発売（昭56)

定番鹿品化（昭52) 紙箱入を追加 新装発売 新装発売（平14)
（平 6) （平 11 )

面装発兎(a召 52) 新装発売 （平 14)

新装発売（昭42頃）新装発売（昭47) 京都限定化 （平4) 新装発売（平 14)

新発売 （昭43) 新装発売 （昭51 ) 新装発売（平14)

®新発売（平4) 新装発売（平 14)

0 
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資 料 編

商品名

.., 弥栄にがし皮）

寒菊→桜織 （紅皮）

菊焼→菊重→梅ヶ香
（白皮）

御代の春 （白皮 •紅皮 ）

ホールイ ンワン
（白皮 •紅皮）

お汁粉· 小鼓

懐中汁粉•小鼓

残月

栗ごよみ

こがねぎ く

雲居のみち
（京都限定）

京の文・京の調
（煎茶 ・ 抹茶）

虎屋餞頭

栗蒸羊羹

京の山 （京都限定）

京の香 （京都限定）

推古

五色糸

明治時代ま で 大正時代 昭和元-19年 昭和20- 29年 昭和30-35年 昭和36- 40年
(-1912) (1912-26) (1926-44) (1945-54) (1955-60) (1961-65) 

明治40年 (19J7)
（保j焼）

新発売（大11推定）

新発売（弥栄）
（昭 8)

新発売（寒菊）
（昭 30)

◎ ゴルフ最中の名 新装発売（ホー 新装発売

安政7年 (1860)

京都限定商品とし
て復活販売（明39)

明治42年 (1909)

で新発売（白皮） ）レインワンに名 （昭30) (昭35頃）
（大 15) 称変更）（昭9)

新発売（昭2)

この頃定番商品化

東京でも販売（昭8)

新発売（昭 13) 京都限定化（昭35)

新発売（昭29) {l)新装発売（昭30)

新装発売（昭39)

注 ： 1. 「最中の月」の銘が延享3年 ( 1746) 、 「最 中 」 の銘は安永2年 ( 1773) に見られる 。

2. 菓子は現在販売しているものに限定した。 ただし、以下のものに関 しては、ここでは取り上げない。

• 個々の初出年が異なる季節の羊英や湿粉製枠物、生梨子類
・ 販売期間が短い季節商品（花びら餅 、 雛第子、端午の節句菓子など）

詰合せ商品

3. 新発売年は、 新商品 として販売を始め た こ とが明 らかなものについては 「新発売」と 明記したが 、 新発売が不明なものについては、
初出年のみ祀した 。 またそれぞれの染子の重屈変遷については記載しない。

出典 ： 「販売マニ ュ アル」、お菓子のしおり、掲示ほか
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資料編

I店舗数の推移 店舗数の推移 (I)

店舗総計

大永 6年 (1526) 頃創業

正徳 4年 (1714)

正徳 5年 ( 1715)

明治 2年 (1869)

昭和 11年 ( 1936)

昭和 12年 ( 1937)

昭和 13年 (1938)

昭和 14年 (1939)

昭和 15年 (1940)

昭和22年 (1947)

昭和23年 (1948)

昭和24年 (1949)

昭和25年 (1950)

昭和26年 (1951)

昭和27年 (1952)

昭和28年 (1953)

昭和29年 (1954)

昭和30年 (1955)

昭和31年 (1956)

II召禾U32 >1'- (1957) 

昭禾U33年 ( 1958)

昭和34年 (1959)

昭和35年 (1960)

昭和36年 (1961)

昭和37年 (1962)

昭和38年 (1963)

昭和39年 (1964)

昭和40年 (1965)

昭和41年 (1966)

昭和42年 (1967)

昭和43年 (1968)

昭和44年 (1969)

昭和45年 (1970)

昭和46年 (1971)

昭和47年 (1972)

昭和48年 (1973)

昭和49年 (1974)

昭和 50年 (1975)

昭和 51年 (1976)

昭和 52年 (1977)

昭和53年 (1978)

昭和54年 ( 1979)

昭和55年 ( 1980)

1
-
2
 
1
-
2
 

国内出店計
" " 

1 

2 

直営店
, """"'""" 

1 

2 

1
-
2
 

1
-2
-
2
-
2
 

店舗数

国内

売店
""""'"" 

゜゚
゜

場—01010 
売 菓寮

'"  
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直営店
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゜

〇
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＿
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〇
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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-
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-
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-
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-
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-
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-
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-
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-
56
-
57
-
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-67
-68-70
-
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-
68 
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-
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-
2
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-
3
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資料編

店舗数の推移 (2)

店舗総計

fl召禾-056:i.f- (1981) 

昭和57年 ( 1982)

昭和 58年 ( 1983)

昭和59年 ( 1984)

昭和 60年 (1985)

昭和 61年 ( 1986)

昭和 62年 ( 1987)

昭和63年 (1988)

平成元年 (1989)

平成 2年 ( 1990)

平成 3年 (1991)

平成 4年 (1992)

平成 5年 ( 1993)

平成 6年 ( 1994)

平成 7年 (1995)

平成 8年 ( 1996)

平成 9年 ( 1997)

平成 10年 ( 1998)

平成 11年 ( 1999)

平成 12年 (2000)

平成 13年 (2001)

平成 14年 (2002)

67
-
67-67
-
67-67
-
68
-
68
-
68-68
-
67
-
67
-
66
-
68-72 

国内出店計
'"""'""" 

66 

66 

66 

66 

66 

67 

67 

67 

67 

66 

66 

65 

66 

70 

71 

72 

竺
8

-8
-8
-8
-8

直

店舗数

国内

売店
"'"''""' 

31 

32 

32 

32 

33 

35 

35 

36 

37 

38 

38 

37 

40 

44 

売場
''' 

27 

菓寮

5 

外
店
営

一1

海
直

26 

26 

26 

25 

24 

5
-
5
-
5
-
6
-
6
 

8
-
8
-
8
-
8
-8
-
8
-
8
-8
-8
-8
-
8
-
8
-
8
-8
-8
-
8
-
8
 

24 

23 

22 

7
-
7
 
7
 20 

20 

7
 
7
 20 7
 18 7
 

2
 

7
 73 

74 

45 

48 

50 

7
 

76-77
-77
-
78
-
79
-
78 

74 

7
-
7
 

2
-2
_2 

75
-75
-
76
-
77 
76 

51
-51
-
52
-
52
-
51 

18
-
18-16
-
16
-
16
-16
-16 

2
-
2
-2
 

7
:
7
 
7
 17 7
 

2
-
2
 17 7

 
2
 

注 1. 店舗数は年末時点の数とした。 荻寮の数は、店舗数に数えない。
2. 売店は店員派遣している店、 売場は店員派追していない店を指す。

3. 昭和41年に出店した 日本航空八阻洲口営業所待合室売場は、退店年不明のためJ;1 えていない。

4. 平成6年に開設した御殿場工場直売店は、御殿場店に含む。
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資料編

I売店リニューアル 売店リニューアル (1)

＊売店出店 合売場出店 ▲店員派遣 ※リニューアル X退店 サ ー クル形式 個店

直営店は緑字 、 売店は奇字、売場は黒字

昭祁37年以前 昭柿38-42年昭和43-47年昭和48-52年昭柑53-57年昭和58-62年昭和63-平成4年平成5-9年 平成10- 15年
{-¥962) (1963-1967) (1968-1972) (1973-1977) (1978-1982) (1983-1987) (1988-1992) (1993-1997) (1998-2003) 

＊（明 2 ) 0 ※ （昭39)現在地に移転楔荼併設 ※ （昭 63)

＊（昭 22 ) ※ （昭 27) 昭茶併設 ※ （昭48) 屎YI併設 ＠※（平2)

@*I昭 23) ※（昭33-37) ? ※（昭47) ※ （平元）

＊（昭28) 〇※（昭53) ※ （平2)

＊（昭 53) ※（昭61 )

染寮併設

＊（昭55)染寮併設

赤坂

銀座

日本橋

新丸ビル

新青山ビル

御殿場

羽田空港東京食賓館 合（昭30)

◎昭38当時

※（昭63) (平3)

※▲（平5)

羽田空港 （ ピア 1-7)

成田空港

札幌三越 合（昭45)

丸井今井 （札幌） 合（昭44 )

仙台三越 合（昭50)頃

銀座松坂屋 ＊（昭40) ※ （昭56)

銀座三越 合（昭42) ※▲（昭57) ※（昭58)

銀座松屋 ＊（昭39) e 昭47当時 ※（昭52) ※（昭60) 0 ※（平2)

注 ： 1. 個店は躯本的に暖簾がかかり壁面に設樅されているもの。 サークル形式はガラス ケ ー スのみで他店との撹界があいまいなもの

2. 売店は店員を派逍している店、売場は店員を派逍せず 、 販売を委託している店

3. リニューアルは判明 しているもののみ記した。

出典：決舘報告因、掲示、お第子の しおりほか

i:r(平5)

*'昭53)

※（昭63)

※ (~i JJ )(平 1 4)

※ （平 II )

※（平 1 3)

※（平4) ※（平8)

® ※（平3)(平4)

※（平 14 )

※（平 14 )

。

ｮ
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資 料 編

売店リニューアル (2)

大丸 （東京）

日本橋三越

日本橋高島屋

千葉そごう

千葉三越

昭柑37年以前 昭栢38-42年昭和43-47年 昭和48-52年昭和53-57年昭和58-62年昭柑63-平成4年平成5-9年 平成10-15年
H 962) (1963-1967) (1968-1972) (1913-1977) (1978-1982) (1983-1987) (1988-1992) (1993-1997) (1998-2003) 

＊（昭37) 0 昭47"1時※（昭61) ※ （平14)

® 合（昭37) ※▲（昭52) ※（昭59) ※（平5)

＊（昭40) ※（平8)

合（昭45) ※（昭54) ※•(平5)

合（昭47) (昭59)T-ij三※（昭63) ※•(平6) ※（平 14)

ニューナラヤ 越に名称変更

船橋東武

上野松坂屋

浅草松屋

浦和伊勢丹

柏高島屋

大宮そごう

池袋西武

東武（池袋）

池袋三越

新宿マイシティ

新宿三越

伊勢丹（新宿）

小田急本館

京王（新宿）

新宿高島屋

吉祥寺ロンロ ン

＊（平6)

＊（昭38) ※昭49 ※（財161) ※（平8)

＊（昭46) ※ （昭60) (昭62) ※('1'10) 

＊（平6) ※（平9)

*('YｷIO) 

* ('~ 11) 

＊（昭39) ※（昭52) ※（財157) ※ ('1'3) 

ID*(昭37) ® ※（昭59) ※（平4)

合（昭42) ※▲（昭53) ※（昭57) ※（昭63)

＊（昭39) ©,*(昭53) 汲('~4)

f.r(昭40) 磁▲（昭54) 沼 （昭58) 筏（平2)

m*(昭37) 磁（昭62) 41} ※（平元）

＊（昭43) ※ (H月6:l) ※（平7) ※ （平 14)

＊（昭46) ※（昭60) lil('l'G) ※（平 14)

0*('1'ｷ8) 

＊（昭44) 各:(昭55) 妥!(平元） ；足 ('f-10)

ｮ
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資料編

売店リニューアル (3)

＊売店出店 合売場出店 ▲店員派遣 ※リニューアル X退店 サークル形式 個店

直営店は緑字 、 売店は青字、売場は黒字

昭和37年以前 昭和38-42年昭和43-47年昭和48-52年昭和53-57年昭和58-62年昭柑63-平成4年平成5-9年 平成10-15年
H 962) (1963-1967) (1968-1972) (1973-1977) (1978-1982) (1983-1987) (1988-1992) (1993-1997) (1998-2003) 

府中伊勢丹 ＊（ 平8)

立川高島屋 4D*(平7)

立川伊勢丹 ＊（平 13)

八王子そごう ＊（平6)

吉祥寺伊勢丹 -(f(昭46) ※ （平3)

東横 ＊（昭39) ※ （昭56) ※ （尉g61) ※ （平9) ※ （平 13)

東急本店 ＊（昭45) ® ※（平2) ※ （平 14 )

ヒルトップガーデン目黒 ＊（昭42 ) ※ （昭62) ※ （平 13) ヒルト ッ

月黒駅 ブガーデン目馬に

名称変更

二子玉川高島屋SC. ＊（昭44) ※ （昭 52) ® ※ （昭61 ) ※ （平7)

横浜高島屋 ,t,(昭49)▲（昭5 1) ※ （昭 60) ※ （平 10)

横浜三越 合（昭48) ※4(昭 53) ※ （昭 58 )(昭 60) ※ （平 12)

横浜そごう ＠＊（昭60)菓租併設 ※ （平5) ® ※（平 11 )(平 13)

町田小田急 ＊（平5) ※ （平 1 5)

たまプラーザ東急 ＊（平 14 )

静岡松坂屋 合（昭48) ® ※ （昭62 ) ※ （平8)

木夕 江戸時代から ※（昭54) 移転•第程併設 ※（平2)

※（脱召 14)

四条 合（昭22) x(昭26) ※（昭62)移転 ・菓程併設 ※（平7)

＊ （昭 27) ※（昭31) (昭 37)

京都高島屋 ＊（昭51 ) ※ （昭63) ※ （平6) ※ （平 13)

京都大丸 合（昭42) 4(昭 61 ) ※ （昭63) ※ （平5) ※ （平 11 )

京都伊勢丹 ＊（平9)

広島三越 *(昭48) ※ （平元） ※ （平9)

広島福屋 古（昭48) ※（平7) ※（平 1 2)

広島そごう新館 合（平6)

高松三越 -t,(昭49) ※ （平8) ※（平 I I )

松山三越 ,;,(昭 49) ※ （平 11 )

岩田屋（福岡 ） 合（昭40) ※ （平元） ※ （平 12)

福岡三越 な（平9)

鶴屋（熊本） *<平 13)
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資 料編

売店リニューアル (4)

昭和37年以前 昭柑38-42年昭和43-47年 昭柑48-52年 昭和53-57年 昭和58-62年 昭柑63-平成4年 平成5-9年 平成10-15年
H 962) (1963-1967) (1968-1972) (1973-1977) (1978-1982) (1983-1987) (1988-1992) (1993-1997) (1998-2003) 

名古屋松坂屋 ＊（昭 11) ,f:r(昭38) ,~ • (P召 55) ※（昭63) ※（平 12)
x (昭 15)

名鉄 ＊（昭38) ※(B262) ※（平 10)

名古屋三越 ＊（昭61)

名古屋高島屋 ＊（平 12)

梅田阪急 1:,(昭39) ※•(平元） ※（平 11)

心斎橋大丸 tr(昭40) ※▲（昭63) ※（平5) ※（平 13)

難波高島屋 女（昭48) ※&(平2) ※（平 II )

梅田阪神 @ls(((昭53) ※（昭60) ※▲（平2) ※（平7) ※（平 13)

阿倍野近鉄 ＊（平8)

神戸そごう 't,(昭49) 汲（平2) 〇 ※（平8) m('l'I4) 
A(平9)

北浜三越 合（昭38) ※（平5)

神戸大丸 合（昭44) 荘H'l'9)

■退店店舗

貿易センターピル （浜松町） ＊（昭45) X (昭47)

中野 ＊（昭4l)X (昭42)

日本航空八重洲口営業所待合室 -tt(昭41) 退店年不明

日航商事プルースカイ （大阪空港） ,t,(昭44) x(昭52)

サンストア中之島 （大阪） な（昭43) x(昭52)

新宿ルミネ （ターミナルビル） ＊（昭51 ) x(昭53)

大阪駅構内鉄道弘済会東京有名店 fl(昭46) x(昭53)

大阪松坂屋 合（昭4 1 ) X(昭53)

名鉄ハニー （三軒茶屋） 古（昭46) x(昭53)

数寄屋橋阪急 ＊（昭41) X(昭54)

サンストア淀屋橋（大阪） 合（昭44) x(昭54)

東急プラザ（渋谷） ＊（昭40) x(P月56)

松坂屋名古屋駅 f,(昭49) x(昭60)

池袋（ ショッピングパーク ） ＊（昭39) ※（昭53) 磁（昭58) x(平2)

名鉄メルサ ＊（昭42) ※（昭57) x(平4)

箱崎エアターミナル 1,(昭47) ※（昭53) x(平5)

京都駅観光デバート 合（昭39) X(平8)

京都ボルタ 女（昭55) x(平8)

渋谷西武 ＊（昭43) ※（昭55) ※ (ff召59) ※（平3) x(平 13)

日本橋東急 ＊（昭44) 汲（平8) x(平 11 )

横浜シアル ＊（昭37) ※（昭48) ※（紺'.!57) x( 平 14)

小田急別館 ＊（昭41 ) 汲（昭54) 荘,('1'2) x(平 14)

注 . 1 個店は基本的に暖簾がかかり壁而に設骰さ れている もの。 サークル形式はガラスケースのみで他店との境界があいまいなもの

2. 売店は店具を派遣している店 、 売場は店員を派逍せず、 販売を委託している店

3. リニューアルは判明しているもののみ記した。

出典 ： 決符報告i!l、掲示、お菓子のしおりほか

@ fD 
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資料編

I広告の変遷 広告の変遷 (I)

◇明 治

粽 店舗の広牛
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明治維新以来途絶え ていた虎屋餞頭
を復活販売する旨の広告
「都の花新聞』
明治39年 ( 1906 ) 7 月 20 日

まだ華やかな写真や絵は用いられていない

r読売新聞J
明治43年 (1910) 2 月 25 日
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資料編

広告の変遷 (2)

◇大正 • 昭和（戦前）

夜の梅 小形羊羮・ゴルフ最中
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黒砂糖が使われた
「朝日新聞』
昭和 1 5年 (1940) 9 月 1 日
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資料編

広告の変遷 (3)

◇昭和（戦後）

京都店でのパン製造
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原材料不足で菓子が作れない間、 パンも製造していた
「京都新聞J
昭和24年 (1949) 2 月 6 日

嘗
虎
雇

U

下
り
六

g
9
ゞ
”
ヽ
｀
ふ
I
T

紀
9

ヽ
＂
ょ
●
9

ヽ

n
u
奮
●
＊
．
，

重
●
K
這
9
0
．
上

h
r
、
9
t

す

小形羊羮新装発売

丸の内地区に念願の店舗を開いた
「商業タイムズJ
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小形羊羹に空の旅 •新緑・珈琲が加わっ た
『東京新聞』
昭和38年 (1963) 7月 5 日

店舗の広告

観光客を対象に した広告

「夜の東京・はとパスJ
昭和43年 (1 968)

季節の生菓子シリーズ 羊焚 de 巴里

裕’’ Iら

ゃ

外良製薄桜
『家庭画報J
昭和59年 (1984) 4月

嘉祥菓子
「家庭画報J
昭和59年 (1 984) 6 月

®むゃ.,, __ , 鋤．．．，ヽ.. . ... 

バリで生まれた羊羹を日本でも発売
『家庭画報J
昭和59年 (1984) 1 2 月
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資料編

広告の変遷 (4)

◇平 成
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こがねぎく新装発売

餡をふんわり焼き上げた菓子
『家庭画報』
平成8年 (1996) 11 月
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ニューヨーク店オープン

『家庭画報J
平成5年 (1993) 6月

受賞広告
• 

』9 ●が•••u.••, .• .,,, い......,. 

` 
,:s,i:: らや

第20回読者が選ぶ講談社広告賞銀賞

受賞 「グラツィアJ
平成11 年 (1999) 11 月

季節の菓子の広告

® とらや

1つの羊羹を2ユニットに分けた新商品
『朝日新聞J
平成 14年 (2002) 8 月 13 日

（上） 御題•干支菓子平成15年 (2003) 1 月
（下） 雛菓子平成15年 (2003) 2月

「銀座百点J

〗絵

@ t: らや …~ 
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I虎屋文庫活動一覧

◇虎屋文庫資料展

展示会名

第 1 回 富岡鉄斎と虎屋展

第 2 回 虎屋の古文書展 (1)

第 3 回 虎屋の古文書展 (2)

第 4 回 仙洞御所（光格天皇）様修学院御幸御用御菓子資料展

第 5 回 菓子木型及び落雁展 ( 1期）

(2期）

特別展 会長 (15代）油絵、社長 ( 16代） 写真個展

第 6 回 百味菓子展

特別展 虎屋15代店主黒/II武雄逍作展

故会長 (15代）逍品展

第 7 回 虎屋 12代店主黒JII光正（東京店開祖）資料展

第 8 回 光格天皇御用御菓子及び九代店主黒川光利資料展

第 9 回 虎屋14代店主黒川光景資料展

第 10 回 虎屋5代、 6代店主黒川光冨 、 黒川房寿資料展

第 11 回 虎屋7代店主黒川迪光資料展

第 12 回 桃園、後桜町、光格天皇御即位御能関係資料展

第 13回 和宮様御用関係資料展

第 14回 虎屋パ リ店開店記念虎屋歴代資料展

第 15回 虎屋8代店主黒川光治関係資料展（没後二百年祭を記念して）

第 16回 虎屋パリ店開店一周年記念として
虎屋十代店主光廣 十一代店主光宵資料展

第 17回 虎屋のお菓子と富岡鉄斎展

第 18回 虎屋パリ店開店3周年記念和菓子の歴史展

第 19回 「虎屋の菓銘と 由来」 展

第20回 「中興の祖、六代」展

第21 回 「お米と 和菓子」展

第22回 「虎屋の菓銘と由来J 展

特別展 パリの四季黒/II光朝写真展

第23 回 「富岡鉄斎」 展 一寅歳に因みて一

第24回 「和菓子の歳時記」展

第25回 「虎屋の菓銘と由来」展

第26回 虎屋、寅歳、虎コレクション

第27回 「和菓子と甘み」 展

第28回 伝統と革新一9代、 12代、 15代資料展

第29回 「慶びと 寿ぎの和菓子」 展

第30回 「源氏物語と和菓子」展 その 1

,, (京都四条店虎屋画廊にて）

第31 回 和菓子紀行一虎屋の菜銘と名所旧跡

第32回 「源氏物語と和第子」展 その2

（京都四条店虎屋画廊にて）

第33回 「お通箱と和菓子」展

第34回 「歴史上の人物と和菓子」 展

（京都四条店虎屋画廊にて）

特別展 パリ店10周年記念行事 WAGASH I (パリにて）

第35回 「宮中行事と和菓子」展

第36回 和菓子展「羊認物語」

" (京都四条店虎屋画廊にて）

第37回 「花と利菓子」展

第38回 「猷紗と利菓子」展

（京都四条店虎屋画廊にて）

第39回 菓子と喧嘩は江戸の花「江戸おもしろお菓子」展

第40回 日本ポルトガル友好四五0周年記念「南蛮菓子」展

（京都四条店虎屋画廊にて）

資料編

虎屋文庫活動一貿 (I)

期間

昭和48年 ( 1973) 4.12-6. 9 

昭和48年 (1973) 10. 1-10.31 

昭和48年 (1973) 11. 5-11.30 

昭和49年 (1974) 3. 4-4. 6 

昭和49年 (1974) 6. 1-6.22 

昭和49年 ( 1974) 6.26-7.20 

昭和49年 ( 1974) 11.12-11.14 

昭和50年 (1975) 3.17-4.12 

昭和50年 (1975) 618-6.30 

昭和51年 (1976) 2 24-3 31 

昭利52年 (1977) 3.22- 4. 9 

昭和52年 (1977) 10.17-11.11 

昭和53年 (1978) 3.13-4. 8 

昭和53年 (1978) 10.24-11.17 

昭和54年 ( 1979) 4. 3-4.25 

昭和54年 (1979) 10.16-11. 9 

昭和55年 (1980) 3.21-4.18 

昭和55年 ( 1980) 9.18-1018 

昭和56年 ( 1981) 3.16-4.18 

昭和56年 (1981) 10. 6-11. 7 

昭和57年 ( 1982) 3.30-4.30 

昭利58年 (1983) 10. 1-12.30 

昭和59年 (1984) 6. 1- 6.30 

昭利59年 (1984) 10.20-11.30 

昭和60年 (1985) 3. 1-3.30 

昭和60年 ( 1985) 6. 1-6.29 

昭和60年 (1985) 10. 1-10.31 

昭和60年 (1985) 12.20-昭和 61年 ( 1986) 1.18 

昭和61年 ( 1986) 4. 1- 4.30 

昭和61年 (1986) 6. 2-6.30 

昭和61年 ( 1986) 12. 1-12.31 

昭和62年 (1987) 3.23-4.22 

昭和62年 (1987) 9.21-10.20 

昭和63年 ( 1988) 1.20-2.20 

昭利63年 (1988) 5.16-6.15 

昭和63年 ( 1988) 7. 7-7.31 

昭禾1163年 (1988) 10. 5-11.15 

平成元年 (1989) 3.25-4.25 

平成元年 (1989) 6. 1-6.30 

平成元年 ( 1989) 11. 1-11.30 

平成 2年 (1990) 4. 2- 4.28 

平成 2年 (1990) 7. 1- 7.31 

平成 2年 ( 1990) 10. 9-10.14 

平成 2年 ( 1990) 11. 1-11.30 

平成 3年 ( 199 1 ) 5.10-6. 8 

平成 3年 ( 1991) 6.13-7.14 

平成 3年 ( 1991 ) 11. 1-11.30 

平成 4年 ( 1992) 5.10-6. 6 

平成 4年 (1992) 6.12-7. 9 

平成 4年 ( 1992) 11. 1-11.30 

平成 5年 (1993) 5.10-6. 6 

平成 5年 ( 1993) 6.13-7.10 

入場者袋

261名

89名

62名

234名

88名

69名

不明

81名

不明

不明

126名

144名

203名

143名

100名

118名

266名

288名

183名

113名

209名

278名

428 名

220名

201名

359名

639名

882名

887名

792名

592名

1093名

434名

1446名

3378名

1036名

803名

3221名

1615名

2045名

3147名

821名

約3500名

1809名

2851名

1096名

3695名

4362名

1447名

5329名

3664名

894名
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資料編

虎屋文庫活勁ー買 (2)

展示会名 期間 入場者数

第41 回 楽しきかな「和第子百珍」展 平成 5年 (1993) 11. 1-11.30 4213名

第42 回 平安建都 1200年記念「王朝の雅と和第子」展 平成 6年 ( 1994) 5 12-6 11 5750名

” （京都四条店虎屋画廊にて） 平成 6年 ( 1994) 6.19-7.17 1 624名

第43回 平安建都1200年記念 「和菜子で遊ぶ洛中洛外図」 展 平成 6年 (1994) 11. 1-1130 3951名

第44回 「和菜子と香り 」 展 平成 7年 (1995) 5.18-6.17 4948名

（京都四条店虎屋画廊にて） 平成 7年 (1995) 7. 3-7.17 975名

第45回 ー将軍綱吉から吉宗の時代ー 「歴史上の人物と杓旅子」展 その 2 平成 7年 (1995) 11. 1-1130 4283名

特別展 和菓子原材料展 和三盆糖のすべて 平成 8年 ( 1996) 3. 8-3 31 2482名

第46回 「菓子型の世界」 展 平成 8年 ( 1996) 5 16-6 16 3500名

（京都四条店虎屋画廊にて） 平成 8年 (1996) 7. 3-7.17 562名

第47回 お菓子の国の動物たち 「鳥獣戯菓」展 平成 8年 (1996) 11. 1-11.30 320 1名

第48回 利J l!i'.f子原材料展 「葛粉 ・ 蕨粉のいまむかし」 展 平成 9年 ( 1997) 3.10- 3.31 2119名

第49回 「源氏物語と和菓子」 展 平成 9年 ( 1997) 5.17- 6.16 5587名

（京都四条店虎屋画廊にて） 平成 9年 ( 1997) 6.29-7.13 705名

第50回 第 50回特別企画 「和菓子の歴史」 展 平成 9年 ( 1997) 11. 1-1130 6521名

第5 1 回 「 日本人と小豆」展 平成10年 ( 1998) 310- 3.31 3392名

第52回 「歌舞伎菜子尽し」 展 平成 10年 ( 1998) 517-6.16 3833名

第53回 「年中行事と和菜子」 展 平成10年 (1998) 11. 1-11.30 4836名

第54回 和菜子原材料展「寒天ものがたり 」展 平成11年 ( 1999) 5.17-6 16 3787名

第55 回 「茶席の和菓子」展 平成11年 (1999) 11 1-11.30 5210名

第56回 黄表紙江戸おもしろお菓子展ー干菓子でござる 一 平成 12年 (2000) 5.17-616 4867名

第57回 秋の味況「栗づくし」 展 乎成 12年 (2000) 10. 1 -10.31 3242名

第58回 愛らしい雛のお道具とお第子展 平成13年 (2001) 1 25-3. 3 42739名

第59 回 和菜子の不思謡お米の七変化展 平成13年 (200 1 ) 10 1-10 31 4558名

第60回 甘いもの好き 「殿様と和策子」 展 平成14年 (2002) 5.17-6.16 6220名

第6 1 回 ー錦絵 太平喜餅酒多多買ー 「お菜子とお酒の大合戦」 展 平成14年 (2002) 10. 1-10.31 4682名

第62回 虎屋五世紀のあゆみ 「和第子からWAGASHIへ」展 平成 15年 (2003) 5.17-6 16 4251名

◇虎屋文庫主催講演会

演題 期日 講演者 肩書 入場者数

第 1 回 元禄・享保期の菓子事梢 平成 7年 ( 1995) 1123 告木直己 虎屋文庫参事 141名

第 2 回 世界の第子型を訪ねて 平成 8年 ( 1996) 6. 8 平田栄三郎 山星屋社長室菜子資料担当顧問 120名

第 3 回 動物にまつわる行事菜子 平成 8年 ( 1996) 11.23 亀升千歩子 日本地域文化研究所代表 200名

第 4 回 源氏絵の魅力 平成 9年 ( 1997) 5.31 田口榮一 東京芸術大学助教授 不明

第 5 回 歴史のなかの和菓子あれこれ 平成 9年 ( 1997) 11 22 青木直己 虎屋文暉参事 97名

第 6 回’京の菓子ー歴史と文化一 平成10年 ( 1998) 9. 5 赤井逹郎 奈良教育大学学長 302名

幻の行事に和菓子を見る 青木直己 虎屋文庫参事
一月見の儀と嘉祥一

第 7 回 江戸硲府の年中｛義礼 平成10年 (1998) 11.21 大友 一雄 国文学研究貿料館史料館助教授 114名

第 8 回 年中行事と食文化 平成10年 ( 1998) 11.28 松下 幸子 千蔀大学名巻教授 119名

第 9 回 茶の湯と菜子 平成11年 (1999) 11. 7 熊倉功夫 国立民族学博物館教授 330名

第 10回＊茶の湯と策子 平成12年 (2000) 312 熊倉功夫 国立民族学博物館教授 620名

雛菜子について 中山 圭子 虎屋文廊専門職課長
一虎屋史料を中心に一

第 11 回’茶会記に見る策子の世界 平成13年 (2001) 5.20 谷 晃 野村美術館学芸部長 420名

第 12 回 米と日本人の生活 平成13年 (2001 ) 10 28 原田信男 札説大学女子短期大学部教授 107名

第 13回 江戸の食文化 平成 14年 (2002 ) 6. 1 竹内 誠 江戸東京博物館館長・ 353名
ー武家と和菓子一 立正大学文学部教授

第 14回’お菓子と器 平成14年 (2002) 11.16 中村 宗哲 千家十職・塗師12代 458名

第 15回 和築子から WAGASHIへ 平成 15年 (2003) 6. 1 黒川 光博 虎屋社長 367名

注：眉{'f は当時のもの

＊印は京都で開催
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資 料編

IEgg 21 ・クラブ活動

• Egg21 
* Egg21 と は …平成4年 ( 1992 ) 創設。 自 らの成長を望み、努力して夢をかなえたい人のため に 、 会社が時間的、経済的に援助

する制度。

「トライ （ 自由研究 · 能力開発支援）」 「スク ール （国内外留学支援）」 「 ボラ ンテ ィ ア （社会貢献支援）」の 3 つの支援制
度からな り 、「 トライ 」「スクール」は人材育成をめざし 、 「ボラ ンテ ィア」 は企業が社会的存在であることを認識
し、 ボランテ ィア活動により社会的貢献を正し く 行 うことをめざ し ている 。

くト ライ支援＞…知的 、 身体的 、 あるいは技術的など多様な分野の能力開発を支援

対象者名 活動 、 支援内容

目 崎奈津子 日本舞踊中村流の型の伝承（勤務時間の短縮分を年休に振替）
須藤 英児 アルペンス キーレーサー、ビルミン ・ ツルプ リ ッ ゲ ンからのス キーテク ニ ックの伝授

(2週間の連続休暇）

松本泰男 ネパール ・ ヒ マラヤ遠征 (2週間の連続休暇）

大石 晶子 赤坂笞察主催、剣道早朝稽古への参加 （週2回のシフ ト 勤務）

大村真由美 平成 10年長野冬季オリ ン ピ ック および毎年行われる世界選手権をめ ざすカ ーリ
ン グの活動（ シ フト勤務と臼金援助）

本間 素子 ドーバー海峡往復横断（水泳リ レ ー ） ( 17 日間の連続休暇と菓子寄贈）

活動時期

平成 5年 ( 1993) -7年 ( 1995)

平成 6年 ( 1994 )

平成 6年 ( 1994)

平成 7年 ( 1995) -8年 ( 1996)

平成 8年 ( 1996) -9年 ( 1997)

平成 13年 (2001 )

く ボランテ ィ ア支援＞・・ ・ボランティア活動による社会貢献を支援

対象者名 活動 、 支援内容

大竹敦子 ピナ トゥボ哨火被災地視察 、 現地報告、資料作成
(2 ヶ月 間の連続休暇と買金援助）

社員 31 名 阪神 ・ 淡路大裳災神戸地区ボランティア参加 （休暇と預金援助）

・― 阪神 ・ 淡路大震災被災史料を救う会参加 （資金援助）

乙訓福祉会（精神薄弱者I厚生施設）にて援助活動（休暇と資金援助）

青木直己

柿並高光

鈴木とみ子
藤田 華代

納屋房信

日本海重油流出現場でのボランティア活動 （お汁粉と餅の提供お よび臼金援助）

介護福祉士資格取得のための社会福祉実習 ( 16 日間連続休暇）

活動時期

平成 7年 ( 1995)

平成 7年 ( 1995)

平成 7年 ( 1995)

平成 7年 ( 1995)

平成 9年 ( 1997)

平成 10年 ( 1998)

くス ク ール支援＞…国内外留学を支援する

該当者なし

◇クラブ活動

部名 活動内容 部員数指導者 備考

く東京＞

茶道部 月 2回稽古。 外部お茶会参加、茶道研修補助など 8名武者小路千家三田沙香先生 昭和45年 ( 1970) 9 月開設

俳句会 月 1回句会開催。 年 1回吟行会 9名伊東睦子先生 昭和24年 ( 1949) 5 月開設

華道部 週 1回稽古 8名草月流三田沙香先生 • 松田美香先生 昭和45年 ( 1970) 開設

虎鳴会 月 2回謡曲を連吟 6名観世流梅若万佐II肯先生

テニス部 月 1 - 2回練習。 御殿場工場テニス大会 も 17名

バドミン ト ン部 月 1回2時間、 甚礎と試合形式の純習 11名

サ ッ カ一部 2 、 3 ヶ月に 1度、基礎と試合形式の練習 14名

く御殿場＞

野球部 健康保険組合の野球大会に参加、 OB との懇 16名

親試合、京都ソフトボール部との練習試合

フィッシング固 I脱討会） 年2-3回の沖釣り

く京都＞

ソ フ トボー）陪B 京菓子組合ソフトボール大会出場。 御殿 16名 虎啜会

場野球部と の練習試合

月 2回練習。 筆ペンによる名入れ、基本練習など 16名 小野趣石先生

月 3回稽古。 お薄か らお点前、最終的 14名 表千家苗加良子先生 • 森多賀子先生
には一期ー会の ここ ろを体得する

19名

茶道部

•
nu 

音レ-
,'. 

-— ボ卜フソ

書道部

く かつて活動していたク ラ ブ＞

柔道部、 剣道部、 グリ ー ンクラプ（春秋のハイ キング、夏のキャンプなど）、写真クラブ（講師は 16代光朝ほか 、 外部講師を招き、

講義、 批評会を行 うこ とも） 、 ギタークラプ（クラシック ・ エ レキ）、ボウ リ ングクラフ：書道部（東京） 、 バスケ ッ ト ボ ール部など
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I主吸社会貞献・交流 主嬰社会貢献・交流 (l)

期間

●研修

タイトル 内容

昭和57年 (1982)-61年 (1986) 中国技術研修生受入 (1回2名）

昭和59年 (1984)-60年 (1985) ブラジル研修生受入

昭利59年 (1984) カンボジア研修生受入

平成12年 (2000)- エセック大学研修生受入（毎年1名）

1年間の虎屋での総合研修（和菓子製造含む）

1年間の虎屋での総合研修（和菜子製造含む）

日本定住への協力（虎屋正社員として採用）

3 ヶ月の虎屋での実務研修（異文化、経営手
法などを学ぶ）

●展示協力
パリ日本伝統工芸展「宴」 に出品（パリ開催） 利菓子と日本の季節に関する展示昭和61年 (1986)

昭和63年 (1988) ペネロップ（仏慈善団体による展示会）に菜子出品 お様子と 1IIl、テーブルクロスなどを組み合わ
（パリ開催） せた演出にて展示

平成 2 年 (1990) 虎屋文庫展示室で「ギルメット・オーゼールプラ型 フランス女流作家による日本の伝統的な型染作
染展」 を開催 品展を、虎屋パリ店開店10周年記念として開催

平成 5年 (1993) ジャパン・ソサエティ（日本協会）でのイベントヘ協賛 和策子の紹介（展示•実派）

Cooks for Kidsへの協賛 和第子の紹介（展示•実演）平成 5 年 (1993)- 6年 (1994)

平成 8年 (1996) 第 1回アルザス日本文化の祭典へ協賛 日本の食文化の紹介（グルメ・ジャポン）

平成 8 年 (1996)- 在ベルギー日本大使館での日木文化紹介事業へ協賛 和菓子作り実演と体験

平成10年 (1998) 第23回全国菓子大博買会テーマ展示 監修•和菓子の歴史展示

平成10年 (1998) 静岡県金谷町お茶の郷柚物館開館記念特別展「和 監修・資料提供
菓子の世界展」

平成14年 (2002) 日幹国民交流年に際し、国際交流基金の韓国イベ ソウル、プサン、チェジュ島にて利菓子教室 と
ントに協賛 講演

■寄贈·資金協力ほか
昭和35年 (1960)-36年 ( 1961 ) 大学、高校文化祭に築子寄贈

昭禾11 35年 ( 1960) アラスカ学術調査団へ第子寄贈

昭和35年 (1960)-40年 (1965) 第5-7次南極観測隊へ菓子寄贈

羊羹、最中ほか寄贈

缶詰羊羹ほか寄贈

缶詰羊羮ほか寄贈

昭和35年 (1960) 早稲田大学山岳部ヒマラヤ遠征隊へ第子寄贈 羊銘ほか寄贈

昭和40年 ( 1965) 芹投隙5山岳連盟のカラコルム・ディラン峰遠征隊へ 缶詰羊築寄贈
菓子寄贈

昭利59年 (1984) 16代光朝、仏コルマール市要請により 「京都の四 同展により、 16代光朝は日本人として初のコ
季」写真展を現地で開催 ルマール名誉市民となる

平成 4 年 (1992)- 学習院桜友会チャリティーチェリーパーティーヘ菓 小形羊葵ほか寄贈
子寄贈

平成 5 年 (1993) パリ大茶会（ユネスコ・パリ本部にて開催）へ菓子寄贈 菓子寄贈

平成 6年 (1994)- 日本ユニセフ協会へ支援 役員就任と資金協力

平成 6 年 (1994)- セーブ・ザ・チルドレン ・ジャパンイベントほかへ協賛 季刊 rsvcJJ へ広告協賛、各種チャリティー
イベント協賛

平成 6年 (1994)- 財団法人渥美国際交流奨学財団へ支援 役員就任と資金協力

平成 6年 ( 1994) 外国人のための歌舞伎教室へ支援 広告協賛

平成 6年 (1994) インタースキー野沢大会 （第 15回世界スキー指ぬ者 資金協力
大会）へ支援

平成 6年 (1994) NY癌協会チャリティーパーティーヘ菓子寄贈 菓子寄贈

平成 7 年 (1995)、 9 年 (1997) 阪神 ・ 淡路大裳災神戸元気村へ菓子寄贈 小形羊羹寄贈

平成 7 年 (1995)- WWF トラ保閥活動へ支援 I、ラグッズ収益の一部を通じて資金協力

平成 7 年 (1995) 東京 · NY姉妹都市35周年記念イベントヘ寄贈 薪能公演者へ赤飯寄贈

平成 7 年 (1995) ワシントン・ナショ ナルシンフォニー舞踏会へ菓子寄贈 五色糸、 雪紅梅寄贈

平成 7 年 (1995)- 東京青年会議所日中友好の会創立20周年記念事業 役員就任と資金協力
へ支援

平成 7年 ( 1995)- 難民を助ける会関連支援（地雷撤去キャンペーン 各種チャリティーイベント協賛、難民ヘセー
ほか） ターほか寄贈
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資料編

主吸社会貢献・交流 (2)

期間

平成 7 年 (1995)­

平成 8年 (1996)-

平成 8 年 (1996)

平成 9 年 ( 1997)-

平成 9 年 (1997)

平成10年 (1998)

平成10年 ( 1998)

平成 10年 ( 1998)

平成10年 (1998)

平成12年 (2000)

平成12年 (2000)

平成 12年 (2000)

平成12年 (2000)

平成13年 (2001)-

平成 13年 (2001)-

平成13年 (2001)

平成 14年 (2002)

平成14年 (2002)

●環境保全

昭和62年 ( 1987)-

平成 6 年 (1994)-

平成12年 (2000)-

平成12年 (2000) -

平成 13年 (2001)-
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タイトル 内 容

「食卓の芸術 ・チャ リティー展示会」 へ支援 資金協力

関東車いすテニス大会へ支援 役員就任とホランティア参加

和中協会「秋のお楽しみ会」 へ支援 小形羊羹寄贈、資金協力

港区ボランティアセンター関連支援 食器•衣類・雑貨など寄瞳、区内独居高齢者
ヘ暑中見舞いハガキ送付ほか

多摩川清掃大作戦へ菓子寄贈 小形羊笥、こがねぎく 寄贈

シェーンブルン宮殿修復事業へ支援 資金協力

京都時代祭行列パ リ巡行事業へ支援 資金協力

日本ユニセフ協会 「外国コイン回収運動」 へ支援 外国コインを寄贈

無外如大禅尼700年遠忌にあたっての寄附 コロンビア大学における日本最初の尼僧追善
法要に供え菓子寄贈

日蘭交流400周年記念日本現代漆芸展へ協賛 資金協力

アマゾンヘの古着集荷キャンペーン2000ヘ協賛 古着寄贈

三宅島噴火に伴う寄贈 東京への避難島民に救援彩序t と して水羊羹寄贈

大阪道明寺火災復興へ支援 資金協力

全国和菓子協会へ築子寄贈 幼稚園の給食（おやつ）に和菓子を取り入れ
てもらう試験事業へ、御代の春、小形羊災、
栗ごよみ、 嘉祥餞頭など寄贈

青梅疫友病院和菓子作りボランティアヘ支援 利菓子作り実演など

胃

港区産業文化展への菜子寄贈 薯預餞頭寄贈

尼門跡寺院宝鏡寺の勅作堂修復事業へ協賛 資金協力

三宅島烏民ふれあい集会に菓子寄贈 小形羊葵寄贈

河川への鯉の放流（御殿場市水質保全協議会主催） 御殿場工場として協力

虎屋御殿場工場周辺地域清掃活動（御殿場市水質 御殿場工場として協力
保全協艤会主催）

富士山一斉消掃（富士山をいつまでも美しくする会主催） ボランティア参加

富士山植樹ボランティア（富士山ナシ ョナルトラスト主催） ボランティア参加

中国内モンゴル自治区での植樹ボランティアヘの参加 緑化ネ ットワークに参加




